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Calculated MW: 88 kDa ; Observed MW: 130 kDa

K-Cadherin
CADG6; Cdh6; K-cadherin; KCAD; Kidney cadherin;;Cadherin 6
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	応用
	抗原情報
	背景
	カドヘリンはカルシウム依存性の細胞接着タンパク質です。細胞同士を接着する際に、カドヘリンは優先的にホモフィリックに相互作用するため、異種の細胞種の選別に寄与していると考えられます。
	研究分野
	-
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	(1) Jurkat細胞溶解物、(2) マウス心臓溶解物におけるKカドヘリン発現のウェスタンブロット分析。

